
＜研修目的＞

　　　

ビジネスのツールとしての会計を身に付けよう！

   　 やさしい会計入門講座
日　時：平成27年9月8日（火）～9月9日（水）　2日間　9：30～16：30

場   所：テクノサポート岡山(岡山市北区芳賀)

受講料：8,640円（税込み）

定   員：20名

皆さんは「会計が分からなくても特に仕事で困らない」「会計は経理や税理士の人に任せているので自分は関
係ない」と思ってはいませんか？本当にそうなのでしょうか？実は、環境変化の激しい時代の今こそ会計的視
点を持つことが職業人としてのスキルアップの฀ともいえるのです。なぜなら会計こそが、数値で会社の実態
を表してくれるビジネスツールであるからです。
本講座では、「そもそもなぜ決算書が必要なのか」「企業の活動がどのように数値化されて決算書になってい
くのか」、「決算書のどこを見れば企業が理解できるのか」について学習し、「仕事に役立つ会計的視点」を持
つポイントを知ることを目指します。今まで関心は持ちながらも学ぶ機会のなかった方は、どなたでも歓迎で
す。わかりやすい言葉で説明する腑に落ちる研修です。

　主催：岡山県 ・ 公益財団法人岡山県産業振興財団
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講座コード：B-103 　対象者　若⼿会計担当

カリキュラム
１ そもそも会計とは？

そもそも会社とは何か、会計とは何か、につ

いてお話します。さらに財務会計にはどのよう

な法律が関係しているのか理解し、社会におけ

る会計の役割について理解していただきます。

■そもそも会社という仕組みとは？

■そもそも会計はなぜ必要なのか？

２ 複式簿記を完全に理解する
複式簿記を理解することは会計を理解する第

一歩です。簿記３級、２級を数カ月勉強するや

り方もありますが、複式簿記の仕組みを論理的

に短時間で理解することで財務諸表がどのよう

に作成されるのかがわかってきます。

■複式簿記の原理を貸借対照表から理解する

■簿記一巡の手続きを学ぶ

３ 知っておきたい現在の会計のルール
現在の会計は発生主義に基づいていますが、その

説明を読んでもピンとこないと思います。まずはビジネ

スの現場を理解することで、発生主義について“腑に

落ちて”いただきます。さらに売上原価をどう確定する

のか、減価償却とは何か、引当金とは何か、など、どう

しても理解しておきたい項目について分かりやすく解

説します。

■発生主義会計とは何か？

■実現主義とは何か？

■売上原価の算定、引当金、減価償却

４ ３つの会社の比較
企業活動のポイントを押さえるためには、財務諸表

の分析方法を知ることが早道です。３つの異なる業種

の会社の財務諸表を分析することで、数値がその会社

の姿をどのように伝えているのか理解します。

■財務分析とは？

■収益性分析と安全性分析

■業種の異なる会社を分析してみよう
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企業名： 研修窓口 　部署： 部・課・係

担当者 　氏名： 様

代表者： 　TEL：

所在地： 　FAX：

業種： 　E-Meil:

（フリガナ）
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【個⼈情報の取扱】　当財団規定の範囲で利⽤させていただきます。
※申込書にご記入いただいた範囲内で受講者名簿として講師に提出します。

性別

　　申込内容を確認後、研修の詳細、受講料振込先の案内をさせて頂きます。
　　　※募集⼈員に満たない場合や、講師都合により中⽌となる場合もあります。あらかじめご了承ください。

　【研修申込時の注意点】 　　岡山県内企業　限定の研修です。（学生の申込はできません）

　　　　　この研修は国からの『緊急雇⽤創出事業臨時特例交付⾦』を財源として造成した『岡⼭県緊急雇⽤創出事業
   　　臨時特例基⾦』を活⽤する研修です。
　　　　　県内中⼩企業様が利益を捻出し、⼀時⾦を含む賃⾦の上昇、定着率の向上、正社員化など、従業員の処遇改善を
    　図るために、経営改善、強化及び⼈材育成を⾏うことを目的としています。
　　　　　従って、受講申込み時に、本研修受講により、どのような処遇改善に取り組まれるか、書面で提出いただいた内容を
　　　取りまとめて公表するほか、処遇改善結果については平成27年3⽉にアンケートにより確認します。
　　　　　※『処遇改善計画書』は、岡⼭県産業振興財団HPからダウンロードして、記入後ご提出ください。

　　　　研修受講申込用紙　　　　　　　　　　　　　FAX：086-286-9662
　　　　　　※受講者が多数の場合は、別途⼀覧表を作成いただき、申込書をFAXしてください。

(公財)岡⼭県産業振興財団　　総務部　情報⽀援・⼈材育成課　　⼤橋・横⼭　⾏
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